
高尾山ケーブルカーの
安全対策と取り組み �

高尾山ケーブルカーの概要

高尾山ケーブルカーの特徴

高尾山ケーブルカーは、東京都心から1時間でア
クセス可能な観光地であり、最大135人を一度
に運ぶ能力を持つ。

日本一の急勾配31度18分を誇り、観光客にとっ
て魅力的な体験を提供する。

安全性と運行の効率性の両立が重要な課題とな
っている。

安全対策の重要性

多くの観光客が利用する中で、安全性は欠かせ
ない要素である。

過去の事故から得た教訓を基に、継続的な改善
が求められている。

利用者自身の安全意識を高めることが不可欠で
ある。

安全対策の具体例

夜間運行時の訓練

夜間運行時にはリフトによる代替輸送訓練が行
われ、緊急時の対応力を高める。

参加者は実際の運行状況を想定した訓練を受け
ることで、万が一の事態に備える。

訓練の実施により、スタッフの対応力が向上す
る。

乗客救助訓練

定期的に乗客救助訓練が行われ、特に急こう配
部分での訓練が実施される。

実際の運行を想定した訓練により、迅速かつ適
切な対応が可能となる。

参加者は、緊急時の行動を身につけることがで
きる。

利用者への安全情報提供

利用者に対して安全に関する情報提供を行い、
事故を未然に防ぐための啓発活動を強化してい
る。

安全ガイドラインの配布や、乗車前の安全説明
が行われる。

定期的に安全講習会を開催し、利用者の安全意
識を高める。

過去の事故とその教訓

転倒事故の概要

2023年11月30日に発生した転倒事故は、乗客に
とって衝撃的な出来事であった。

事故により、乗客は緊急搬送され、約30分間意
識を失う深刻な状況に陥った。

事故の影響は身体的な痛みだけでなく、精神的
なトラウマも伴った。

事故の原因と対策

転倒事故の主な原因は、乗客がケーブルカー内
で撮影中にバランスを崩したことにある。

急勾配のケーブルカーでは、乗客が注意を怠る
と転倒する危険性が高まる。

今後の安全対策として、乗客への注意喚起が重
要である。

再発防止策

事故を受けて、乗客への安全指導の強化が求め
られている。

具体的には、乗車前に安全に関する説明を行
い、特に撮影行為に関する注意喚起を徹底す
る。

運行中の安全管理体制の見直しが必要であり、
利用者が安全に楽しめる環境作りが求められ
る。

安全報告書の意義

安全報告書の内容

高尾登山電鉄は、毎年発行される安全報告書を
通じて安全対策の実施状況を報告している。

報告書には、運行中の安全確保に向けた具体的
な取り組みや過去の事故に対する反省点が含ま
れている。

利用者に対して透明性を持った情報提供を行う
ことが目的である。

報告書の役割

報告書は、事故やインシデントを分析し、効果
的な対策を示すことで今後の安全対策の改善に
寄与する。

利用者の信頼を得るために、透明性を確保する
ことが重要である。

訓練の実施状況や安全設備の整備状況が詳述さ
れている。

最新の安全技術の導入

高尾山ケーブルカーでは、最新の安全技術を導
入する計画が進行中である。

先進的なセンサー技術や自動運転システムの導
入が検討されており、運行中の異常を即座に検
知することが可能となる。

新たな安全基準の策定も行われており、利用者
の安全を一層確保することが期待される。

利用者教育の強化

教育プログラムの内容

利用者教育の強化に力を入れ、乗車前の安全説
明や安全ガイドラインの配布を行っている。

定期的に安全講習会を開催し、利用者が安全に
楽しむための知識を提供する。

利用者自身が安全意識を高めることが事故のリ
スクを減少させる。

参加者の意識向上

教育プログラムに参加することで、利用者の安
全意識が向上することが期待される。

安全に関する情報を提供することで、利用者が
自らの行動に責任を持つようになる。

事故防止に向けた取り組みが、利用者の協力に
よって実現される。

安全文化の醸成

高尾山ケーブルカーでは、安全文化の醸成を目
指している。

利用者と運営側が協力し合い、安全な環境を作
り上げることが重要である。

安全に対する意識を共有することで、より安心
して利用できるケーブルカーの運行が実現され
る。


